
九
二

エ
タ
|
エ
チ

h 

の
孫
右
衛
門
の
支
配
で
あ
っ
た
。
明
治
四
年
入
且
什
若
狭
小
筒
に
京
っ
て
殴
蒋
征
討
の
令
と
、
都
議
府
の
一

C
C加
賀
務
の
出
兵

l
前
将
軍
徳
川
隆
寓
は
東
叙
山
一
一
部
隊
は
遂
に
陸
奥
に
入
の
、
九
周
什
二
日
曾
湘
城

八
日
太
政
官
建
に
よ
内
積
多
非
人
の
講
を
燐
し
て
民
領

ωを
政
府
の
直
燃
と
す
べ
き
布
告
を
北
陸
遊
諸
滞
一
で
越
慨
し
、
四
周
回
目
に
は
更
に
水
戸
に
移
さ
れ
た
一
の
陥
訴
す
る
に
及
ん
だ
。
滞
兵
の
凱
旋
は
誕
法
制
一
同

絡
に
編
入
せ
ら
れ
た
0

・
一
に
下
し
た
。
二
用
六
日
商
品
川
永
蛸
を
改
め
て
先
錦
総
一
が
、
東
北
諸
侯
の
強
硬
な
る
も
の
王
師
に
括
抗
の
勢
一
じ
〈
な
か
っ
た
が
、
最
後
の
も
の
は
曾
抑
荒
城
後
の

Z
一
ダ
ゴ
ン
ベ
Z

枝
櫨
兵
衛
石
川
郷
鋭
民
の
人
。
一
脅
鎌
銀
銀
使
、
四
保
隆
平
を
先
鈴
副
総
務
衆
錦
織
使
一
を
示
し
た
か
ら
、
朝
廷
之
が
討
伐
を
謀
h
、
十
五
日
一
胤
分
に
従
ひ
、
安
二
年
二
用
金
制
作
に
迫
っ
た
。
そ
り

文
政
八
年
齢
十
七
に
し
て
村
肝
煎
と
な
っ
た
o
常
時
一
と
漉
せ
し
め
ら
れ
た
o
こ
の
日
総
督
は
佐
椋
に
逝
み
二
に
は
加
賀
務
、
十
八
日
に
は
富
山
務
も
亦
出
兵
す
べ
一
戦
死
す
る
も
の
、
司
令
・
戦
士
・
隊
卒
・
役
夫
合
は
せ

手
取
川
十
八
制
限
か
ら
笛
模
刷
水
を
引
い
で
あ
っ
た
一
七
日
越
前
衷
到
に
京
旬
、
十
一
日
諸
務
に
命
じ
て
官
一
き
こ
と
を
命
じ
、
十
九
日
高
食
永
請
に
北
陸
道
銀
撫
↑
て
百
六
人
で
あ
っ
た
。

が
、
そ
の
取
人
口
不
完
全
な
る
を
以
て
、
漉
概
の
功
↑
軍
に
封
す
る
供
給
を
準
備
せ
し
め
た
。
こ
の
時
京
都
~
総
督
無
曾
津
征
討
総
督
を
命
じ
、
次
い
で
総
督
は
北
一
ハ
三
)
大
山
一
一
寺
務
の
蜘
係
!
こ
の
戦
事
に
於
い
て
大
抱
一

を
奏
す
る
こ
と
少
か
っ
た
o
そ
の
後
披
兵
衛
は
弁
肝
一
に
在
つ
て
は
、
十
九
日
加
賀
務
の
重
臣
が
、
前
回
隆
一
陸
道
各
務
に
知
行
一
高
石
に
六
石
の
比
例
を
以
て
桂
一
寺
務
は
、
官
命
に
よ
れ
り
狩
薬
を
提
供
す
る
こ
と
L
な

煎
を
粂
ね
て
ゐ
た
が
、
加
賀
滞
箆
物
方
の
宮
小
川
良
一
寧
の
従
来
の
行
動
に
闘
し
て
朝
廷
か
ら
詰
問
せ
ら
れ
一
米
を
徴
し
た
o
笛
時
越
後
の
形
勢
は
益
不
穏
の
報
を
一

b
、
勉
司
令
役
内
隠
岐
輸
を
し
て
越
後
柏
崎
に
織
法

左
衛
門
と
諜
b
、
私
財
を
郷
っ
て
、
殴
邸
元
年
二
周
一
た
る
を
以
て
、
之
が
総
別
を
試
み
、
そ
の
赤
誠
を
明
…
侮
へ
た
か
ら
、
加
賀
務
は
四
用
品
川
四
日
初
め
て
銃
隊
一
せ
し
め
た
が
、
吸
輸
は
そ
の
任
務
を
終
へ
た
後
、
加

白
山
村
安
久
務
捌
か
ら
腿
遊
川
七
十
附
泌
一
例
四
一
内
聞
↑
ら
か
に
せ
ん
が
録
、
本
務
を
し
て
北
陸
遊
に
泌
限
せ
一
馬
麹
組
頭
蹄
藤
奥
兵
衛
以
下
を
越
中
泊
騨
に
波
し
た
一
賀
滞
禄
川
槌
五
郎
の
隊
に
入
っ
て
市
村
に
楽
用
L

に
工
事
に
行
手
し
、
明
治
二
年
五
周
に
竣
っ
た
。
是
一
し
め
ん
こ
と
を
前
ひ
、
什
一
日
剛
院
慨
も
ま
た
滞
が
溺
一
が
、
是
よ
h
後
照
次
出
征
し
た
も
の
士
卒
千
七
百
四
一
た
。
次
い
で
八
周
大
井
市
兵
衡
を
仮
し
て
長
附
の
臓

の
於
い
て
統
一
時
…
一
子
九
村
の
民
そ
の
徳
を
お
ひ
、
録
一
カ
先
一
節
た
る
の
み
な
ら
ず
‘
一
土
附
の
製
す
る
箪
践
を
一
十
四
人
、
監
察
官
ヱ
児
九
百
五
十
三
人
、
従
僕
役
夫
四
一
蹴
を
鵡
策
せ
し
め
、
十
周
ま
た
銀
成
の
符
若
干
の
共

に
こ
人
の
生
前
を
建
て
た
。
同
十
一
一
一
年
こ
月
二
日
一
献
納
せ
ん
と
紛
う
た
が
、
什
三
日
延
織
之
に
報
じ
て
、
一
千
六
百
徐
人
で
、
総
計
七
千
六
百
徐
に
建
し
、
耐
L
一
-
狩
出
し
た
。

授
、
防
七
十
一
一
o
昭
和
三
年
十
一
月
十
日
功
を
貸
し
一
先
鈴
及
び
箪
貨
の
棋
は
許
可
し
得
ぬ
が
、
将
に
親
兵
一
て
そ
の
中
の
一
部
分
は
、
支
滞
富
山
侯
の
助
勢
た
ら
一

Z

チ
ゴ
ヤ
シ
キ
越
後
屋
懸
念
神
城
内
に
在
っ

て
従
五
一
慨
を
泊
附
せ
ら
れ
た
。
一
を
微
授
せ
ん
と
す
る
を
以
て
、
之
に
射
す
る
民
用
に
一
し
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
朝
廷
亦
腿
加
賀
滞
に
命
じ
一
て
、
締
俣
の
江
戸
在
府
の
時
は
年
お
以
下
定
日
そ
以

Z
ダ
ダ
=
枝
谷
能
尖
榔
鍋
谷
川
上
流
の
一
探
一
就
き
織
力
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
給
う
た
。
ニ
用
品
川
丸
一
て
軍
需
を
供
給
せ
し
め
ら
れ
た
。
そ
の
金
貝
は
最
初
一
て
こ
L
に
脅
し
、
政
務
を
践
し
た
も
の
で
、
そ
の
こ

作

。

一

日

総

符

は

金

俸

を

渡

し

加

賀

大

塑

寺

に

入

b
、
晦
日
一
金
賀
高
武
百
五
一
拾
繭
を
献
納
し
、
五
周
に
は
拾
欝
随
一
と
は
前
川
綱
紀
の
時
元
政
十
年
に
初
っ
た
o
後
従
腕

Z
ダ
マ
チ
綾
町
金
制
作
の
町
れ
o
新
蝶
町
の
中
一
小
松
に
、
三
用
朔
日
松
任
に
進
み
、
こ
白
金
線
東
本
一
雨
の
融
調
を
命
ぜ
ら
れ
、
拾
書
道
南
中
の
拾
誠
一
闘
は
一
六
年
日
広
島
八
日
出
火
し
て
厳
せ
ら
れ
、
常
に
こ
，
丸

盤
、
賢
一
見
の
袋
町
で
、
杉
揃
町
の
上
で
あ
る
o
此
の
一
願
寺
別
院
に
入
っ
た
。
五
日
陸
態
は
親
兵
の
費
用
と
一
太
政
官
設
行
経
常
を
以
て
代
償
せ
ら
れ
る
定
で
あ
っ
一
御
殿
で
執
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
文
化
八
年
一
前

附
近
昔
は
河
原
で
、
磁
多
の
民
住
地
で
あ
っ
た
の
一
し
て
米
七
十
高
依
を
七

4
・
に
分
納
せ
ん
と
前
う
て
一
た
o
そ
の
他
藩
有
の
汽
飴
製
鳥
形
も
徴
渡
せ
ら
れ
、
一

mm持
鹿
新
た
に
之
を
建
築
L
、
古
例
に
復
L
た
o
之

で
、
後
に
町
地
と
な
っ
て
か
ら
も
穣
多
町
と
呼
ん
だ
一
詐
さ
れ
た
o
六
日
総
督
金
搾
城
を
巡
閲
し
、
文
能
資
一
白
米
一
一
品
三
千
石
以
下
の
物
資
も
多
か
っ
た
。
一
を
越
後
屋
蚊
と
呼
ぶ
の
は
、
.
初
め
笹
川
越
後
山
守
町
民
政

が
、
そ
の
文
字
を
忌
ん
で
校
町
に
改
め
た
と
い
ふ
o

一
の
萄
幕
府
領
を
改
め
て
加
賀
滞
に
委
託
し
、
同
凶
の
一
ハ
一
二
)
戦
闘

l
加
賀
務
は
間
四
足
十
五
日
越
中
泊
に
駐
一
及
び
そ
の
子
越
後
室
肢
の
時
邸
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

Z

チ
ゴ
ジ
シ
越
後
獅
子
金
制
作
で
は
、
保
年
…
一
二
土
方
領
は
街
中
市
栄
三
郎
の
態
度
明
瞭
と
な
る
ま
で
、
一
喝
し
た
諸
陵
を
進
痩
せ
し
め
、
十
九
日
越
後
高
聞
に
一
る
o
此
の
附
内
の
空
地
に
岩
時
局
と
い
ふ
石
が
あ
っ

月
越
後
か
ら
角
兵
衛
獅
子
が
来
た
o
土
俗
鄭
ら
之
を
一
仮
に
陸
離
を
し
て
之
を
管
せ
し
め
た
。
入
日
総
督
金
一
入
っ
た
が
、
岡
田
醸
長
の
兵
も
こ
L

に
来
ゎ
、
次
い
一
て
、
そ
の
附
近
に
不
浮
の
所
行
を
す
れ
ば
、
即
時
に

越

後

獅

子

と

い

っ

た

。

一

期

仰

を

震


